
ピリミノバックメチル (案)      .

今般の残留基準の検語|につt｀ ては、魚介類への基準値設定依頼が農林水産省からなされ
たことに伴い、食品安全委員会において食品健康影響評価がなされたことを踏まえ、農薬・

動物用医薬品部会において審議をイfい、以下の報告をとりまとめるものである。

概要

(1)品 目名 :ピ リミノバックメチル [PyrininObac methyl(ISO)]

(2)用 途 :除草斉J

ピリミジエルカルボキシ系除草斉」である。アセ ト乳酸合成酵素を阻害することによ
り作用を示す と考えら11る 。

(3)化学名

methy1 2-(4,6 dimcl卜 ●,y-2 pyrimidinyloxy)ヽ 61(1-methoxyininoethyl)bど nzoate(lUPAC)

methy1 2,[(4,6 di口 ethOxypyrimidin 2 yl)Oxy]6-[1-(methoxvininO)ethyl]bonzoate(Cis)

(4)構造式及び物性

2 適用の範囲及び使用方法

本剤の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。

【国内での使用方法】
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分析法の概要

ピリミノバ ックメチル (E体及び Z体 )

試料か ら含水アセ トンで抽出し(C18カ ラム及びシリヵゲルカラム、またはシリ

カグルカラム及びアルミナNカ ラムにより精製する。溶出物を濃縮後アセ トンで定

容し、ガスクロマ トグラフ (NPD)を 用いて定量する。

定量限界 :0002～ 0 005 ppm

代謝物M-5及び代謝lriM-6

試料に水を力口えて膨潤させた後、アセ トンを加えて加熱抽出する。テセ トンを留

去した残 りの水層に酢酸緩衝液 (0 2mo1/L、 pH5 0)、 βグルコシターゼ及びセルラ
ーゼを加え、醇素処理を行らた後、酢酸エチルで抽出する。この抽出液に トリエチ
ルアミン及びメタンスルホン酸メチルを加えてメチル化を行いてシリカゲルカラム

により精製する。得 られた溶出物について、ガスクロマ トグラフ (NPD)を 用いて

定量する。なお、代謝物M-5及び代謝物M-6については、換算係数 104を 用い

てピリミノバックメチルに換算できる。

定量限界 :0 004 ppm

(2)作物残留試験結果

国内で実施 された作物残留試験の結果の概要にもいては、別紙 1を 参照。

4 魚介類への推定残留量

本農薬については水系を通じた魚介類への残留が想定されることから、農林水産省か

ら魚介類に関する個別の残留基準の設定について要請され、検討を行つたが、以下のと

おり、本斉1の推定残留量は一律基準である0 01ppmを 下回ることから(本農薬については

魚介類に対 して基準値を設定しないこととした。

(1)水 産動植物被害予測濃度
注1)

本農薬は水田で使用されることから、水田PECtier2注"を算出したところ、力体では

0 052 ppb、 Z体では0 028 ppbと なつた。

(2)生物濃縮係数 (BCF)

ピリミジノバ ックメチル (高濃度区 :0 5mg/L、 低濃度区 :0 05mg/L)を 用いコイの

濃縮性試験を実施した。BCFss注
3)の

実測値は、高濃度区でE体 9、 Z体 3、 低濃度区でε

体10、 Z体は魚体中濃度が検出限界未満で算出不能であつた。

(3)推定残留量

(1)及び (2)の結果 (E体 では水産動植物被害予測濃度 :0 052 ppbl BCF l 10、

Z体では水産動植物被害予演」濃度 :0 028 ppb、 3CF:3)か ら、魚介類中の推定残留量

は次のとお り算出された。

E体 =0 052ppb× (10× 5)=2 6 ppb≒ 0 0026 ppm

Z体 =0 028ppb× (3× 5)=0 42 ppb≒ Oj0004 ppm

注1)農薬取締法第3条 第1項第6号に基づく水産動植物の被害防止に係る農薬の登録保留基準設定に

おける規定に準拠。

注2)水 田中や河川中での農薬の分解や土壌・底質への吸着、止水期間等を考慮して算出したもの。

注3)BCFss:定 常状態における比験物質の魚体中濃度と水中濃度の比で求められたBCF

(参考 :平成19年度厚生労働省補助金食品の安心・安全確保推進研究事業「食品中に残留する農薬等に

おけるリスク管理手法の精密化に関する研究J分担研究「魚介類へめ残留基準設定法」報告書)

5 ADIの 評価

食品安全基本法 (平成 15年法律第 48号)第 24条第 2項の規定に基づき、食品安

全委員会あて意見を求めたピリミノバックメチルに係る食品健康影響評価について、以

下のとお り評価 されている。
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1平 毒性量 :2 mg′ =kg体重/day

(動 1勿 1■)   ラット

(投与方法)  混餌

(試験の種類) 繁殖試験

(期「lil)    2 LF代

安全係数 :100

△ユ上二L盤

―6 諸外国における状況

い lP Rにおける毒性■ilは なされておらず、国際基準も設定されていない。

米国、カナダ、欧111L合 lli tJ)、 オこス トラリア及びニューージーラン ドについて調

査した結果、いずれのこlt,lti或 においても基準値が設定されていない。

基準値案

(1)残留のti ll'1象

ピリミノバックメ:F′ し 1層‖くとZ‖1の T日 )と り
~る

。

本稲を用いた作物残留試噴において、代訪す1勿M-5及 びM-6が 分析 されているが、
いずれの代謝物 も定量|,上 昇十1高 であったことから、残留の規制対象はビリミノバ ックメ

チル本体のみとした。

なお、食IR安 全委員■ 1■ よって作成された食 1昇l健康影響評価においても、暴露評価
対象物質とにンてピリミ′‐ ッヽクメチル (f体 とZ体の和)を 設定している。

(2)基準値案

別紙 2の とお りである。                             ,

(3)暴露評価

各食品について基準値案′)上 限までピリミノバジクメチルが残留してぃると仮定 t´

た場合、国民栄養・
r・l査結果に基→吉試算される、 1日 当たり摂取する農薬 l‐ 量 (理論

最大 1日 摂取量(TNlD l))の ADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴
露評価は別紙3を 参照.

なお、本暴露評価は、各食品分炉において、加工・調理による残留農薬の増減が全
くないとの仮定の下に行つた.

国民平均

1   5

0 6

亘塗重二[ユ塵 里 __上 0   9

各食品の平均摂取量の総和として計算してぃる。
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:考基 準恒

卜 J年 1[1 4「物 残 留 試 験 成 績 等

晨 唯物名
隼II I偵

丼 邸
¨

塁準 llI

κ 0 05 01  0 く001 くo01(|)

(|)こ れ らの作物残留試験は 中請ク)範囲 |,● 試験が行われていない。

農業名   ピリミノバックメチル
(男」糸氏2) (男り剰氏3)

ピリミノバ ックメチル推定摂取量 (単位 :μ g/人 /day)

TMDI I理論最 大 1日 摂取量 (Theoretical Maximum Daily lntake)

食品群
基準値案

(ppm) 趙訴均|(輪曇1辮 |“
ξttI])

米 (玄米をい う。) 0 05 93 49 70 94

言1 93 491 701 94

ADI上ヒ (%) 09 15, 061 09

-7-
-8…



(参考)

これまでの経緯

平成 8年 10月 29日  71留 農薬基準告示
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[委員 ]

青木 宙    東京海洋大学大学院海洋 ll学技術研究科教授

生方 公子   北里大学北嘔生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授

O大野 泰雄   日立匡葺[t]J食 1名 衛生研究所副所長

尾崎 博    東京入学大学院農学生命科学研究科教授

力日藤 保博   貝オ団法人残i7農薬研究所理事

斉藤 貢―   星薬科大学lttti分 析化学教室准教授

佐藤 清    財瞳1法 ノ、残17農 某研究所理事・化学部長

佐々木 久美子 元ETl立 匡某 |千,食 」ll術生つT究所食品部第一室長

志賀 正和   元農業技li研 究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長

豊田 正武   実践女了ltttrLi占
「 1学部食生活科学科教授

永山 敏廣   東京都健‖(安全研究センター医薬品部長

松田 りえ子  目立[1■ Iと ,♂ i常■研究所食品部長

山内 明子   日本lLIJ I・ I FI組合ll合会執行役員組織推進本部長

山添 康    東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授

吉池 信男   青■l lJ i保 健大学健康科学部栄養学科教授

山田 克士   大阪 rll立 大学大学院生活科学研究科教授

鰐測 英機   大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授

(0:部会長)

答申 (案 )

ピリミノバックメチル

食品名
伐留基準イ麗

米

-9- -10-




